	平成２３年度　老人福祉施設長研究セミナー開催要綱



1．趣　　旨　　
２０１２年度の介護報酬改定については大詰めをむかえている。昨年度特養における看護・介護の連携のための研修に引き続き、本年度より介護職員が５０時間の研修・演習を受講した上で一部の医療行為が認められる「介護職員等のたん吸引等研修」も実施され、老人福祉施設を取り巻く現状は大きな転換期をむかえ、特に「医療と介護の連携」については、今まで以上に各施設が熱心に取り組んでいく必要性がある。

本研修では、２０１２年度介護保険法改正によって変わる老人福祉施設を取り巻く実態を把握し、今後の安定的な施設運営のために、施設長を含めた管理職のあり方を学び、更には社会福祉法人としての使命を改めて考えることを目的に開催する。

2．主　　催　　北海道老人福祉施設協議会

3．日　　時　　平成２４年１月２５日（水）
4．場　　所　　札幌市／ポールスター札幌　２階「コンチェルト」
（札幌市中央区北4条西6丁目 Tel.011-241-9111）　
5．参加対象　　老人福祉施設の施設長及び準ずる者
6．参加定員　　200名
7．参 加 費　　5,000円（道老施協非会員施設は10,000円）

　
8．日程
　 　  9:20 10:20 10:30 　　　12:00 　　 13:00　　   15:00  15:30 15:40 15:50  16:50
	１／２５
	受　付
	開

会
	講演Ⅰ
	昼食・休憩
	講演Ⅱ
	活動報告
	閉 会
	休 憩
	定期総会


9．内　容
◇開　会（１０：２０～１０：３０）
◇講演①(１０：３０～１２：００)
　　テーマ『介護保険法改正・介護報酬改定の動向について』

講　師：厚生労働省老健局高齢者支援課　課長補佐　家田　康典　氏
◇昼食・休憩（１２：００～１３：００）
◇講演②(１３：００～１５：００)
　テーマ『医療職と介護職の連携と施設長の役割とは』

　　講　師：国際医療福祉大学大学院　医療経営管理分野　
分野責任者　教授　高橋　泰　氏（医学博士）
	≪講師略歴≫

1959年、石川県金沢市生まれ。金沢大学医学部卒業。東京大学病院内科・麻酔科で研修。東京大学大学院医学博士課程修了。92年スタンフォード大学留学。94年ハーバード大学公衆衛生校に留学。高齢者の心身状態を12のタイプに区分し、その利用者に必要な介護量と介護内容を判定するアセスメント方式である「TAI方式」を発明。

97年4月より、国際医療福祉大学・医療福祉学部医療経営管理学科教授。2005年より学科長も兼任。公職として、日本ＤＰＣ協議会事務局長、全日本病院協会広報委員、介護保険委員などを兼務。




　
◇北海道老施協活動報告(１５：００～１５：３０)

報告者：北海道老人福祉施設協議会　会長　三瓶　徹
　　　
◇閉　会（１５：３０～１５：４０）
◇平成２３年度北海道老人福祉施設協議会定期総会（１５：５０～１６：５０）
　※同封しております御案内を御参照の上、お申込みください。

10．参加申込み等について

　1）申込期日　　
平成２４年１月１６日（月）必着
　2）申込方法　
別紙「参加申込書」に必要事項を御記入の上、下記までFAXにてお申込ください。
3）昼食（お弁当）のお申込について

　　　当日、昼食休憩（12：00～13：00）を挟みますので、お弁当を御希望の方は参加申込
書の所定の欄に「○」印をご記入ください。
　　　【弁当料金】　一食  1,200円　
　　＊昼食の当日追加・キャンセルは、ホテルを通じて昼食を発注する関係上出来ません。

キャンセルされる場合は、昼食代全額（1,200円）をお支払いいただきますので、御了

承の上お申込みください。

11. 会場案内図
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12．申込・お問い合わせ先

　　　　北海道社会福祉協議会施設経営支援部施設福祉課（担当：山崎・市川）

　　　　　〒060-0002　札幌市中央区北２条西７丁目　北海道社会福祉総合センター

　　Tel 011－241‐3766（直通） Fax 011－280－3162









